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 第１章では、疎水部と親水部の間に pH 応答部を 1 残基導入した A2B 型分子から形成
される分子集合体のモルフォロジーを、pH 変化に応じて精密かつ可逆的に変化させる









 第２章では、疎水部と親水部の間に pH 応答部を 1 または 2 残基導入した A3B 型分子
を様々な pH 条件化で自己組織化させ、得られるモルフォロジーの違いを分子パッキン
グの観点から検討している。pH 応答部が 2 残基の場合、pH 7.4 ではチューブ構造、pH 




































ている。A3B 型の右巻きのヘリックスと AB 型の左巻きのヘリックスに、さらに AB 型の
右巻きのヘリックスを加えてベシクルを調製したところ、右巻きのヘリックスの 60％
以上が A3B 型分子のときに非対称ベシクルを形成することが明らかとなった。このこと















 1. pH 応答性 A2B 型分子を用いてロールシート状の分子集合体を調製した。外部 pH
変化に応じてパッキングの強さを制御することで、モルフォロジーをナノオーダーレ
ベルで可逆的に変化させることに成功した。 
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